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計量団体・業界・機関合同新年会計量団体・業界・機関合同新年会開かれ開かれるる
新たな課題にとりくむ決意しめす

で
計
量
の
幅
は
広
い
が
そ
の

な
か
に
隙
間
が
で
き
て
い
る

と
し
「
度
量
衡
か
ら
健
康
・

安
全
の
分
野
ま
で
、
な
め
ら

か
に
計
量
を
ど
う
つ
な
げ
て

い
く
か
が
課
題
に
な
っ
て
い

る
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。
昨

年
開
催
の
計
量
標
準
フ
ォ
ー

ラ
ム
の
盛
況
な
ど
を
例
示
し

て
計
量
界
の
盛
り
上
が
り
を

指
摘
し
、
小
野
田
元
氏
の
Ｏ

Ｉ
Ｍ
Ｌ
貢
献
賞
受
賞
を
紹

介
、
ア
ジ
ア
で
の
計
量
へ
の

関
心
の
高
ま
り
な
ど
も
紹
介

し
た
。
飯
塚
氏
は
「
新
た
な

課
題
に
と
り
く
ん
で
い
き
た

い
」
と
意
欲
を
示
し
た
。

　

齋
藤
局
長
は
祝
辞
の
な
か

で
、
日
本
経
済
は
正
念
場
を

迎
え
て
い
る
と
し
、
原
点
で

あ
る
も
の
づ
く
り
や
技
術
力

で
経
済
の
活
力
を
維
持
す
る

必
要
性
を
強
調
し
た
。

　

同
氏
は
ま
た
計
量
は
基
礎

の
な
か
の
基
礎
で
あ
る
と
述

べ
、
揺
る
ぎ
な
い
も
の
と
し

て
支
え
て
も
ら
い
た
い
と
強

調
す
る
と
と
も
に
、
一
方
で

変
化
や
新
し
い
ニ
ー
ズ
へ
の

対
応
が
求
め
ら
れ
て
お
り

「
制
度
の
見
直
し
を
ど
う
は

か
る
か
が
、
目
の
前
に
突
き

つ
け
ら
れ
た
課
題
で
あ
る
」

と
述
べ
た
。

【
時
間
】
9
時　

分
〜　

時

30
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分
30【

会
場
】
�
日
本
ガ
ス
機
器

検
査
協
会
研
究
開
発
セ
ン

タ
ー
（
東
京
都
板
橋
区
小
豆

沢
４－

１－

　

）
１０

【
定
員
】　

名
４０

【
受
講
料
】
３
万
７
８
０
０

円
（
４
日
間
受
講
、
資
料

（
テ
キ
ス
ト
）込
、税
込
）、以

前
に
同
講
習
会
を
受
講
し
た

者
は
3
万
3
6
0
0
円

【
問
い
合
わ
せ
】
�
日
本
ガ

ス
機
器
検
査
協
会
研
究
開
発

セ
ン
タ
ー
計
測
管
理
グ
ル
ー

プ
（
電
話
0
3－

3
9
6
7

－

4
2
5
2
）

　

�
日
本
ガ
ス
機
器
検
査
協

会
は
、
３
月
６
日
に
行
わ
れ

る
環
境
計
量
士
国
家
試
験
の

受
験
準
備
に
合
わ
せ
、
講
習

会
を
開
催
す
る
。

　

環
境
計
量
士
は
注
目
度
が

高
い
反
面
、
合
格
率
が
毎
年

　

％
前
後
と
難
易
度
が
高
い

１５国
家
試
験
の
一
つ
で
あ
る
。

　

ベ
テ
ラ
ン
講
師
陣
に
よ
る

的
確
な
ポ
イ
ン
ト
解
説
、
過

去
の
出
題
傾
向
に
沿
っ
た
講

義
内
容
で
、 
受
験
に
必
要
な

基
礎
知
識
の
向
上
を
図
る
。

事
前
に
受
講
生
か
ら
質
問
や

要
望
を
受
け
付
け
る
の
で
、

受
講
者
の
理
解
を
深
め
る
講

義
が
行
わ
れ
る
。

【
講
習
日
、講
習
内
容（
カ
ッ

コ
内
は
担
当
講
師
）】

▽
1
月 　

日
�
＝
計
量
関

22

係
法
規
（
計
量
研
修
セ
ン

タ
ー
、
山
田
敏
夫
）
▽
1
月 

　

日
�
＝
計
量
管
理
概
論

23（
�
日
本
品
質
保
証
機
構
、

中
本
文
男
）
▽
2
月
5
日
�

＝
環
境
計
量
に
関
す
る
基
礎

知
識
（
化
学
）（
日
本
ダ
イ
オ

ネ
ク
ス
�
、
住
吉
孝
一
）
▽

2
月
6
日
�
＝
化
学
分
析
概

論
及
び
濃
度
の
計
量
（
�
日

本
分
析
化
学
会
、
坂
田
衛
）
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第三種郵便物認可

飯
塚
日
計
振
会
長
が
主
催
者

あ
い
さ
つ
、齋
藤
局
長
が
祝
辞

　

計
量
計
測
関
連
業
界
の
新
年
賀
詞
交
歓
会
が
各
地
で
開

か
れ
て
い
る
。
計
量
計
測
関
係
の
７
団
体
と
本
紙
が
主
催

す
る
「
計
量
団
体
・
業
界
・
機
関
合
同
賀
詞
交
歓
会
」
が

１
月
６
日
、
東
京
都
港
区
の
虎
ノ
門
パ
ス
ト
ラ
ル
で
開
か

れ
、
主
催
団
体
の
関
係
者
、
経
済
産
業
省
、
産
総
研
、
関

東
地
区
の
計
量
行
政
関
係
者
な
ど
約
１
３
０
名
が
参
集
し

た
。
参
集
者
は
、
景
気
回
復
を
期
待
す
る
と
と
も
に
、
社

会
の
基
礎
と
な
る
計
量
の
活
動
を
前
進
さ
せ
る
意
気
込
み

を
語
っ
た
。
全
国
各
地
で
も
こ
れ
か
ら
２
月
初
旬
ま
で
計

量
関
係
団
体
の
新
年
会
が
開
催
さ
れ
る
。

合
同
賀
詞
交
歓
会
」（
本
年
か

ら
名
称
変
更
）は　

時
開
会
。

１１

飯
塚
幸
三
�
日
本
計
量
振
興

協
会
会
長
が
主
催
の
７
団
体

１
社
を
代
表
し
て
あ
い
さ
つ

し
た
。
来
賓
を
代
表
し
て
齋

　
「
計
量
団
体
・
業
界
・
機
関

藤
浩
経
済
産
業
省
産
業
技
術

環
境
局
長
が
祝
辞
を
述
べ

た
。
田
中
充　

産
業
技
術
総

（独）

合
研
究
所
計
測
標
準
研
究
部

門
長
が
乾
杯
の
発
声
を
し
、

参
会
者
は
な
ご
や
か
に
新
年

の
あ
い
さ
つ
を
交
わ
し
た
。

中
締
め
は
、
宮
下
良
雄
日
本

計
量
証
明
事
業
協
会
連
合
会

会
長
。

　

飯
塚
日
計
振
会
長
は
、
法

定
計
量
か
ら
一
般
の
計
量
ま

�
日
本
ガ
ス
機
器
検
査
協
会

環
境
計
量
士（
濃
度
関
係
）国
家
試
験
受
験
講
習
会

新
年
特
集
号
第
２
集

株
式 

会
社 

佐
藤
計
量
器
製
作
所 

Ｊ
Ｃ
Ｓ
Ｓ 

宮
城
工
場
　
校
正
技
術
課 

■
本
　
社
〇
三
ー
三
二
五
四
ー
八
一
一
一
■
大
　
阪
〇
六
ー
六
九
四
四
ー
〇
九
二
一
■
札
　
幌
〇
一
一
ー
七
五
八
ー
〇
〇
五
一 

■
仙
　
台
〇
二
二
四
ー
八
三
ー
四
七
八
一
■
名
古
屋
〇
五
二
ー
二
〇
四
ー
一
二
三
四
■
北
　
陸
〇
七
七
六
ー
三
五
ー
七
七
七
八 

■
福
　
岡
〇
九
二
ー
四
五
一
ー
一
六
八
五 

　  

 

■
技
術
問
合
せ
先
　
宮
城
工
場
　
校
正
技
術
課
　
〇
二
二
四
ー
八
三
ー
二
一
一
〇 

湿
度
の
校
正
は
Ｓ
Ａ
Ｔ
Ｏ
へ

湿
度
の
校
正
は
Ｓ
Ａ
Ｔ
Ｏ
へ 

計
量
団
体
・
業
界
・
機
関
合
同
新
年
会
開
か
れ
る　
　
  
�
面

日
本
ガ
ス
機
器
検
査
協
会
、
環
境
計
量
士
受
験
直
前
講
習
会
を
開
催 
�
面

計
量
関
係
機
関
年
頭
あ
い
さ
つ　
　
　
　
　
　
　
　
　
        
�
�
面

企
業
ト
ッ
プ
に
聞
く
経
済
と
経
営
観
測
ア
ン
ケ
ー
ト
�    
�
面

�
イ
シ
ダ
社
長
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、
あ
い
ち
計
測
研
究
会
座
談
会　

�
面

計
量
関
係
団
体
長
年
頭
あ
い
さ
つ  　
　
　
　
　
　
　
     
�
面

私
の
履
歴
書
・
齋
藤
勝
夫
�
、
社
説
、
新
計
量
ひ
と
く
ち
メ
モ 　

�
面

東
京
都
・
年
末
期
商
品
量
目
立
入
検
査
結
果　
　
　
　
　

�
面

年
頭
所
感
・
石
田
�
一
�
イ
シ
ダ
社
長
、
内
田
勲
横
河
電
機
�
社
長　

�
面

島
津
製
作
所
、
京
都
カ
ス
タ
マ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル　
 
�
面

新
製
品
ニ
ュ
ー
ス
、
役
員
人
事　
 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�
面

今今週週のの主主なな記記事事

飯塚幸三日計振会長




